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最
善
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を

　
　
　
最
善
の
施
策
を

　

１
月
17
日
、「
自
動

車
運
送
事
業
審
議
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
今

回
の
答
申
は
２
０
２
１

年
度
か
ら
の
経
営
計
画

に
反
映
す
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
会
議
で
は
原
則

と
し
て
市
営
バ
ス
経
営

計
画
策
定
の
２
年
前
に

開
催
さ
れ
、
そ
の
時
々

で
の
市
営
バ
ス
に
か
か

る
様
々
な
課
題
や
経
営

方
針
な
ど
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
、
そ
の
結
果
が

答
申
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
答
申

（
案
）
で
、
考
え
方
な

ど
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
な
か
の
山
間
部
の
路

線
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　

市
は
こ
の
山
間
部
路

線
と
し
て
①
田
能
線　

②
萩
谷
線　

③
成
合
・

川
久
保
線
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

〈
田
能
線
〉

　

J
R
高
槻
駅
と
樫

田
地
区
の
４
集
落
を
結

ん
で
お
り
、
原
大
橋
ま

で
は
均
一
性
運
賃
、
原

大
橋
を
超
え
る
と
対
キ

ロ
区
間
運
賃
区
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。
上
の

口
ま
で
は
、
乗
車
も

多
い
が
原
大
橋
以
北

は
利
用
者
も
少
な
い
。

２
０
１
８
年
度
の
収
支

は
全
路
線
中
最
低
の
約

７
，
５
９
０
万
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
見
直
し

の
方
向
性
と
し
て
、
原

大
橋
か
ら
北
側
に
つ
い

て
は
、
利
用
状
況
を
踏

ま
え
、
バ
ス
輸
送
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
小
型
モ
ビ

　

乗
客
が
少
な
い
な

か
、
通
常
の
大
き
さ
の

バ
ス
が
必
要
か
ど
う
か

は
検
討
の
余
地
は
あ
り

ま
す
。
し
か
し
樫
田
で

は
、
運
転
で
き
な
く
な

れ
ば
、
通
院
や
買
い
物

な
ど
の
外
出
に
た
ち
ま

ち
困
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
は

避
難
所
ま
で
遠
い
た

め
、
市
バ
ス
で
避
難
所

に
送
る
と
い
う
こ
と
も

し
て
い
ま
す
。
地
元
の

人
の
中
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
要
望

も
あ
り
ま
す
が
、
費
用

な
ど
は
地
元
が
負
担
す

る
と
い
う
こ
と
は
無
理

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
の
運
行
時

間
で
は
利
用
者
に
と
っ

て
便
利
か
と
言
わ
れ
れ

ば
、疑
問
も
あ
り
ま
す
。

樫
田
地
域
に
住
ん
で
い

る
小
学
生
に
と
っ
て

は
、
学
校
が
始
ま
る
時

間
に
バ
ス
が
な
い
な
ど

問
題
が
あ
り
ま
す
。
親

が
自
家
用
車
で
送
迎
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
大
切
な
こ
と

は
、
そ
こ
に
人
が
住
ん

で
い
る
以
上
、
公
共
交

通
は
責
任
を
持
た
な
く

て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

２
月
10
日
、
最
終
提

案
が
さ
れ
、
そ
れ
を
も

と
に
市
と
し
て
も
今
後

の
計
画
を
作
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
地
元
の

意
見
を
よ
く
聞
い
て
最

善
の
計
画
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

☆モビリティやデマンド交通とは

　車中心ではなく、利用する人にとってどうなのかと
いう考え方。たとえば利用者が電話などで予約をし、
乗り場や行先はエリア内なら希望できる。利用者がい
なければ走る必要がなく、小型車で済むことから経費
削減や、狭い道でも運行ができる。しかし希望時間の
運行が必ずしも可能ではなく、乗り合いとなるため、
すぐに目的地まで行けないこともある（朝日新聞より）

リ
テ
ィ
や
デ
マ
ン
ド
交

通
（
☆
）
な
ど
様
々
な

交
通
手
段
を
検
討
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。
あ
と
の

２
路
線
も
同
様
の
見
直

し
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。

ご購読ください

日刊紙　１ヶ月３，４９７円
日曜版　１ヶ月９３０円
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◎
市
バ
ス
の
民
営
化
の
検

討
は
行
わ
な
い
こ
と
。

◎
70
才
か
ら
の
無
料
制
度

を
継
続
す
る
こ
と
。

◎
国
民
健
康
保
険
料
の

値
上
げ
は
行
わ
な
い
こ

と
。

◎
幼
稚
園
、
保
育
所
の
民

営
化
や
民
間
委
託
を
行

わ
な
い
こ
と
。

◎
希
望
者
が
入
れ
る
幼
稚

園
、
保
育
施
設
の
整
備

を
す
る
こ
と
。

◎
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標
を
見
直
し
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
。

国
に
対
し
て
要
望
す
る
こ

と◎
消
費
税
を
５
％
に
戻
す

こ
と
。

大
阪
府
に
対
し
て
要
望
す

る
こ
と

◎
カ
ジ
ノ
誘
致
を
や
め
る

こ
と
。

介
護
保
険
制
度
の
改
善
に

つ
い
て

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
待
機
者
の
状
況

を
常
に
把
握
を
し
、
入

所
希
望
者
へ
適
切
な
支

援
を
行
う
こ
と
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

○
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
含
む
）、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
の
立
ち
入
り

調
査
を
し
、
結
果
を
公

表
す
る
こ
と
。

障
害
福
祉
に
つ
い
て

○
重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
対
象
に
な
る

所
得
基
準
を
緩
和
す
る

こ
と
。

○
65
歳
以
上
の
障
害
者
が

引
き
続
き
同
じ
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

消
費
者
保
護
に
つ
い
て

○
高
齢
者
に
特
殊
詐
欺
へ

の
注
意
を
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
呼
び
か
け
、
被
害

の
防
止
に
つ
と
め
る
こ

と
。

高
槻
市
長
に
要
望
書
を
提
出

高
槻
市
長
に
要
望
書
を
提
出
（（
1212
月月
2626
日
）
日
）

　

２
０
２
０
年
度
予
算
編
成
と
市
政
運
営
に
つ
い
て
、
14
項
目
の
重
点
要
望
と
と

も
に
、
１
０
８
項
目
の
要
望
を
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

く
ら
し
と
福
祉
充
実
の
た
め
に

※
◎
は
重
点
要
望

自
然
や
み
ど
り
、
環
境
を

守
り
、
文
化
の
息
づ
く
ま

ち
に

○
地
産
地
消
を
さ
ら
に
す

す
め
、
特
産
品
の
育
成
、

産
直
運
動
・
朝
市
へ
の

援
助
を
拡
大
す
る
こ
と
。

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に

○
歩
道
の
な
い
通
学
路
、

住
宅
街
、
信
号
の
な
い

横
断
歩
道
で
の
車
の
ス

ピ
ー
ド
を
抑
え
る
工
夫

を
す
る
こ
と
。

○
公
衆
ト
イ
レ
の
悪
臭
の

予
防
・
解
消
と
早
急
に

城
跡
公
園
と
摂
津
峡
公

園
に
洋
式
簡
易
ト
イ
レ

を
設
置
す
る
こ
と
。

住
民
が
主
人
公
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に

○
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
や
大

規
模
宅
地
な
ど
の
開
発

行
為
に
対
し
て
、
市
が

業
者
と
住
民
間
の
ト
ラ

ブ
ル
の
調
停
に
入
る
こ

と
を
条
例
で
規
定
す
る

こ
と
。

○
投
票
所
の
段
差
を
な
く

す
工
夫
を
す
る
こ
と
。

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
た

め
に

○
英
語
教
育
は
「
英
語
嫌

い
」
の
生
徒
を
生
ま
な

い
よ
う
に
授
業
内
容
を

研
究
す
る
こ
と
。
ま
た
、

教
員
に
負
担
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

図
書
館
行
政
に
つ
い
て

○
図
書
購
入
費
や
資
料
購

入
費
の
た
め
の
予
算
増

額
を
図
る
こ
と
。

○
移
動
図
書
館
の
運
行
を

再
開
す
る
こ
と
。

商
工
業
の
振
興
の
た
め
に

○
公
共
事
業
は
元
請
け
責

任
を
明
確
に
し
、
二
次
・

三
次
下
請
け
等
へ
の
代

金
未
払
い
が
な
い
よ
う

に
指
導
す
る
こ
と
。「
公

契
約
条
例
」
の
制
定
を

検
討
す
る
こ
と
。


